
プロジェクト⑥  ロボット×ＩＣＴの開発・実用化 

■ 高齢者の身体機能や認知機能を「補い」、高齢者の経験や知識を「活かし」、また介護現場等の労働
力不足を「支える」ことが可能なコミュニケーションロボット等のＩＣＴシステム・サービスの実証や
ガイドラインの策定等 

ウェアラブル 
 （装着可能） 
カメラ・マイク 

 イヤフォン 

 デバイス、クラウド技術、ネットワー
クが連携し、認知・行動能力を補完  

 安全な歩行経路の選択、音声や顔
の認識、コミュニケーションを支援 

具体的な施策内容 

例① コミュニケーションロボット 例② センサー技術を利用した見守りサービス 

例③ 自立・生活支援システム 
例④ アクセシビリティ等に配慮した 

ＩＣＴシステムの開発・提供 

 ＩＣＴシステムの社会実装に向けた技術検証、制度的課題のための実証事業等 

 高齢者が安心して利用できるシステムの開発・提供するためのガイドラインの策定等の検討 

手書き文字認識 操作の簡単なスマートフォン 

買い物支援ロボット 

落胆 

喜び 

人の言動に反応して感情表現をするロボット 

 センサーで感知した人の言動に応じて、
感情表現や人のような動作を行う 

 認知症高齢者とのふれあい等に活用 

 センサーにより高齢者の状態を把握し、 

 遠くの家族等に知らせたり、緊急通報を行う 
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プロジェクト⑦ 「スマートプラチナ産業」の創出  プロジェクト⑧ グローバル展開と国際連携 

■ 超高齢社会の課題解決先進国として、日本モデルの構築・グローバル展開に向けた、ＩＣＴシステム
の国際標準化、アジア諸国等との共同実証、サービス展開先の事前調査の支援 

■ ＩＴＵや二国間協議等を通じた積極的な国際機関や諸外国との連携 

日本モデルの構築・グローバル展開 

 

アジア 
アフリカ 

超高齢社会対応 
「スマートプラチナ 

産業」の創出 
ＩＣＴシステム等の海外展開 

・経済成長 
・雇用の創出 

具体的な施策内容 

 

 

 

 日本モデルの構築 

 各国のニーズ・制度等の調査

 現地向け運用要件の策定 

 アジア諸国との共同実証 

国際機関や諸外国との連携 

具体的な施策内容 

 ＩＴＵ-Ｔ（電気通信標準化部門）において、医療ICT（e-health）
の分野を対象に国際標準化が進展。 

例 ＩＴＵ-Ｔにおける取組 

血圧計 
血糖計 体組成計 

歩数計 
タブレット端末 
スマートフォン 

モバイルキット 
（データ登録） 

パルスオキ
シメータ 電子聴診器 

テレビ電話 

データ登録 
ゲートウェイ 

Bluetooth、 
ＮＦＣ、Zigbee等 

医療クラウド e-healthの 
イメージ 

 昨年10月、ドバイでのイベントで、我が国企業がモバイルヘル
スシステムを出展。途上国を中心に各国が期待。 
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 ＩＣＴシステムの国際標準化

 国際機関や諸外国との連携




